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１．当四半期決算に関する定性的情報

 当第１四半期連結累計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日）等

を適用し、「四半期純利益」を「親会社株主に帰属する四半期純利益」としております。

 

（１）経営成績に関する説明 

 当第１四半期連結累計期間（平成28年１月１日～３月31日）におけるわが国経済は、企業収益や雇用情勢は改善

しているものの、個人消費は弱含みで推移し、中国の景気減速懸念等の海外情勢の影響により、株価や為替といっ

た金融市場の動向が不安定になり、企業収益の悪化への警戒心が高まる等、景気は先行き不透明感の強い状況が続

いております。世界経済では、米国では堅調に推移し、欧州においても主要国を中心に緩やかな回復がみられまし

た。一方、一部新興諸国で経済成長が鈍化し、全体的には先行き不透明な状況が続いております。 

 当社グループの属する制御機器業界におきましては、国内では、自動車、電機、電子部品業界が堅調に推移して

おり、海外では、欧米で設備投資需要が回復傾向にあり、中国においても景気減速による影響はあるものの工場で

の作業自動化のニーズは高まりつつあります。

 このような経営環境の中で当社グループは、「顧客満足の追求により会社の成長を実現する」という経営方針の

もと、国内・海外（新興国）での新規顧客の開拓、中国事業の拡大、同業他社との協業など積極的な営業活動を展

開するとともに、多様化する顧客ニーズに対応すべく新製品の開発にも注力し、業績の向上に努めてまいりまし

た。

 以上の結果、当社グループの当第１四半期連結累計期間の売上高は、13億79百万円（前年同期比3.8％増）、営

業利益は１億１百万円（同108.3％増）、経常利益67百万円（同22.3％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益

42百万円（同40.0％増）となりました。

 

 

（２）財政状態に関する説明

（資産の部）

 当第１四半期連結会計期間末の総資産の残高は、前連結会計年度末と比較して７百万円増加し、42億11百万円と

なりました。主な要因は、売上債権が52百万円、たな卸資産が46百万円増加したものの、現金及び預金が19百万

円、未収消費税等が76百万円減少したことによるものです。

（負債及び純資産の部）

 当第１四半期連結会計期間末の負債の残高は、前連結会計年度末と比較して36百万円増加し、10億４百万円とな

りました。主な要因は、買掛金が１億14百万円増加したものの、未払金が36百万円、未払法人税等が33百万円減少

したことによるものです。純資産の残高は、前連結会計年度末と比較して29百万円減少し、32億６百万円となりま

した。

 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 経営環境は依然として先行不透明感が強く、また新製品の開発投資が２Ｑ以降に予定されているため、平成28年

２月12日に開示いたしました第2四半期連結累計期間及び通期の連結業績予想は変更しておりません。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

 該当事項はありません。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 該当事項はありません。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

(会計方針の変更) 

（企業結合に関する会計基準等の適用） 

 「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」と

いう。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等会計

基準」という。）等を当第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持

分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上

する方法に変更しております。また、当第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定

的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務

諸表に反映させる方法に変更しております。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株

主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第１四半期連結累計期間及び前連

結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。 

 企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(4)、連結会計基準第44－５項(4)及び事業

分離等会計基準第57－４項(4)に定める経過的な取扱いに従っており、当第１四半期連結会計期間の期首時点から

将来にわたって適用しております。

 これによる損益に与える影響はありません。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年12月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成28年３月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 1,032,645 1,013,236 

受取手形及び売掛金 1,329,959 1,382,386 

製品 373,097 400,939 

仕掛品 12,181 1,154 

原材料及び貯蔵品 196,563 226,601 

繰延税金資産 76,201 83,206 

その他 289,263 239,235 

貸倒引当金 △166 △21 

流動資産合計 3,309,745 3,346,740 

固定資産    

有形固定資産 77,470 73,250 

無形固定資産    

ソフトウエア 86,032 81,018 

顧客関係資産 124,463 114,336 

その他 947 934 

無形固定資産合計 211,442 196,290 

投資その他の資産    

投資有価証券 437,043 418,590 

繰延税金資産 96,765 105,132 

その他 72,034 71,522 

投資その他の資産合計 605,843 595,245 

固定資産合計 894,756 864,786 

資産合計 4,204,501 4,211,527 

負債の部    

流動負債    

買掛金 300,230 414,727 

未払法人税等 79,943 46,191 

賞与引当金 38,262 69,684 

その他 253,483 179,893 

流動負債合計 671,919 710,496 

固定負債    

役員退職慰労引当金 121,166 112,904 

退職給付に係る負債 175,663 181,430 

固定負債合計 296,829 294,334 

負債合計 968,748 1,004,830 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年12月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成28年３月31日) 

純資産の部    

株主資本    

資本金 553,241 553,241 

資本剰余金 560,814 560,814 

利益剰余金 1,974,917 1,967,380 

自己株式 △77 △77 

株主資本合計 3,088,896 3,081,359 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 11,336 8,462 

為替換算調整勘定 17,313 7,608 

その他の包括利益累計額合計 28,650 16,071 

新株予約権 18,711 18,711 

非支配株主持分 99,494 90,555 

純資産合計 3,235,753 3,206,697 

負債純資産合計 4,204,501 4,211,527 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成27年１月１日 

 至 平成27年３月31日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年１月１日 
 至 平成28年３月31日) 

売上高 1,329,778 1,379,853 

売上原価 768,472 735,631 

売上総利益 561,306 644,221 

販売費及び一般管理費 512,670 542,933 

営業利益 48,635 101,288 

営業外収益    

受取利息 205 2,675 

為替差益 1,571 － 

技術指導料 1,200 1,200 

持分法による投資利益 3,906 153 

その他 86 172 

営業外収益合計 6,969 4,201 

営業外費用    

売上割引 534 481 

有価証券評価損 － 14,076 

為替差損 － 23,538 

その他 19 44 

営業外費用合計 554 38,141 

経常利益 55,050 67,348 

特別損失    

固定資産除却損 164 － 

特別損失合計 164 － 

税金等調整前四半期純利益 54,886 67,348 

法人税、住民税及び事業税 38,110 43,080 

法人税等調整額 △9,915 △14,569 

法人税等合計 28,194 28,511 

四半期純利益 26,691 38,837 

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △3,705 △3,713 

親会社株主に帰属する四半期純利益 30,397 42,551 

 

- 6 -

平成28年12月期第１四半期決算短信



（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成27年１月１日 

 至 平成27年３月31日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年１月１日 
 至 平成28年３月31日) 

四半期純利益 26,691 38,837 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 4,170 △2,874 

為替換算調整勘定 11 △14,930 

その他の包括利益合計 4,181 △17,804 

四半期包括利益 30,873 21,032 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 34,574 29,972 

非支配株主に係る四半期包括利益 △3,701 △8,939 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。
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